
昔はミノゴメと呼ばれていた。 で

もミノゴメは、 正しくはムツオレグ

サという別な植物のこと。 そこで

植物学者の牧野富太郎博士は、

カズノコグサという名をつけたよ。

市内全域の水辺で見ら

れる。 田植え前の水田

では、 一面にびっしりと

生えることもあるよ。

イネ  ミノゴメ
か

科
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属

４月～７月

花の咲く時期
はな さ じ き

がつ がつ

花の色

緑色

はな いろ

みどりいろ

得意技
とく い わざ

水田では作業の

タイミングを

うまく使って、

世代をつなぐ。

田起こしまでに

タネをつくる。

きほん
　　データ

し ないぜんいき みず べ

は

カズノコグサ

見られる場所

千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA

こんな場所に

生えるよ！

しょば

は
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日本在来原 産
げん さん
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野田市で見つけるには…
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ただ
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まえた　う

いちめん

み

すいでん

た　お

なが の

タネは水の

流れに乗って

あちこちに

運ばれていく。

みずすいでん さぎょう

せ だい

つか

か  せん じき

すい でんしっ  ち

湿地、水田

河川敷 など

小穂
しょうすい

苞頴
ほう えい

小穂の

外側に

２枚の

苞頴が

ある

小穂は規則正しく

左右に並んでつく

苞頴はぷっくりふくらむ

葉は明るい緑色でやわらかい
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２

穂は熟すと

黄色くなり、

数の子

みたいになる

短い枝が

左と右に

交互につく

枝の長さは

上に行くほど

短くなる

ほ
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かず こ

じゅく

しょうすい き そく

さ ゆう なら

ただ
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は あか みどりいろ

みじか えだ

ひだり

こう ご

みぎ

えだ なが

うえ い

みじか


